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平成28年4月より、SINET5が本格運用を開始致しました。これまでの皆様方のご支援・

ご協力に深く感謝申し上げます。

• SINET5は、全都道府県を100Gbpsで結ぶ 高性能で高信頼な基盤です
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（平成28年3月31日現在）

SINET5の本格運用を開始
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（参考）回線帯域の変遷
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SINET5の国際回線
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SINET5の運用開始当初は、米国線を100Gbps＋10Gbps、欧州線を直結の10Gbps×2、

アジア線を10Gbpsで整備
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幸いにも大きなトラブルはございませんでした。ありがとうございました！

H27年度 H28

年度9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

SINET4

SINET5

SINET5本格運用までのスケジュール
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おまかせ移行
土日祝日日中帯

新規・変更接続 作業実施期間

SINET5接続変更申請受付

（「おまかせ移行」を除く）
移行方法ヒアリング

個別移行
平日日中帯（希望により深夜）

新規接続
平日日中帯（希望により深夜）

移行事前個別相談への対応

本格
運用

SINET5運用総合試験設計・構築

SINET4運用

加入機関 収容替え

515件

332件

4月から
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（参考）SINET5の全体構成

 SINET5では、任意のDC間に現用・予備の伝送パスを設定し障害・計画工事に強い構成としている

• 両系の伝送パスが切断した場合には、ルータ側で迂回する

5
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伝送装置（MPLS-TP）

VLANパス

ルータ

大学A 大学B 大学C

ルータ等

アクセス回線

MPLS-TPパス（予備）
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アクセス回線

（参考）各DCの構成

 各DCにルータを設置し、伝送装置のMPLS-TP部と100GE×2（東京・大阪は4）で接続

 各MPLS-TP部間は、現用系と予備系のMPLS-TPパスを設定し、光ファイバ切断時は即時切替え
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5月 SINET5開通式を開催

http://www.nii.ac.jp/news/2016/0525-2/

冨岡 文部科学副大臣里見 東北大総長

西尾 阪大総長喜連川 NII所長

大西 豊橋技科大学長

勝 IIJ社長
山村 NTT東社長 庄司 NTTコム社長

小野寺 KDDI会長

宮内 ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸｸﾞﾙｰﾌﾟ
副社長

http://www.nii.ac.jp/news/2016/0525-2/
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（参考）学術コミュニティからの暖かいご支援
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世界最高水準のネットワーク構築に取り組むべき

• 情報流通ニーズに応える帯域の確保

• クラウド基盤構築のためのネットワーク技術

• 最新のサイバーセキュリティ対策

• 情報コンテンツの相互利用を可能にする技術

文部科学大臣へのSINETの強化と予算確保
にする要望書 （平成26年7月24日）

国立大学協会 （国公私大学団体連名）

文部科学省 学術情報委員会

SINETの在り方 に関する
とりまとめ
（平成26年8月26日）

学術の動脈としてSINET
の強化が必須と提言
（平成26年5月9日）

日本学術会議

現会長
里見進 東北大学総長

主査
西尾章治郎 大阪大学総長

現会長
大西隆 豊橋技術科学大学長
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開通式での8K映像伝送デモ
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沖縄（OIST）から一橋講堂まで無圧縮8K映像（約25Gbps）を伝送

→極めて安定的な映像伝送を確認
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SINET利用例（１）

例1） 高エネルギー研究

例4） 地震研究

例2） HPCI

例3） 核融合研究
10
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SINET利用例（２）

例6） 測地研究

例8） 国際8K伝送例7） はやぶさ２

例5） 天文研究

11
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SINET利用例（３）

例10） 遠隔医療教育
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例11） 医療情報バックアップ

例9） 遠隔講義

先端学術研究・教育推進のための学術情報
基盤として、数多くの加入機関に活用されて
います。

それらの活用事例をインタビューの形で紹介
していますので、こちらもご覧ください。

https://www.sinet.ad.jp/category/case

https://www.sinet.ad.jp/category/case
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SINET利用例 － クラウド接続サービス

SINETに直結した商用クラウドサービスを、７０以上の加入機関に提供中

• 商用クラウドサービスを高速・安全・低価格で利用可能
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SINET利用例 － 仮想大学LAN

SINET上で自由に大学LANを複数拠点に拡張できる「仮想大学LANサービス」を提供

• SINET利用時のVLAN数の制限がなくVLANを自動認識して接続

• 理化学研究所（12拠点：500VLAN以上）、群馬大（4拠点：30VLAN以上）で試行提供中
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クラウドDC

DC-LAN
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大学LANを自由に
拡張可能

• VLAN-IDの範囲を指定するだけ
• SINET上でVLANの制限なし
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SINET
利用機関

SINET
利用機関

 利用者から、接続対地や開始・終了時間等を指定して、オンデマンドでL2VPN/VPLSを設定

• クラウド連携でも利用予定

 利用する際のイメージは以下の通り

• L2VPN （PtoP接続）： オプションとして、帯域指定や経路指定が可能

• VPLS （MPtoMP接続）： オプションとして、対地の追加・削除が可能
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SINET
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Global
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設定要求

SINET利用例 － L2オンデマンド

クラウド
コントローラ

REST



© 2016 National Institute of Informatics

所要帯域を指定して、エンドエンドで高速データ転送を可能にする機能を実現

•試作版により、北見から沖縄まで 約97.621Gbps （グッドプット）での転送に成功

•このようなヘビーな実験を行っても、SINETの優先制御機能でデータ転送の優先度を落として
廃棄するため、混んできても他の通信への影響はなし
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SINET利用例 － 高速データ転送

• データサイズ： 5 TB
• RTT： 44.6 msec
• 転送時間： 409 秒
• 目標速度： 98.985 Gbps
• グッドプット： 97.621 Gbps
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平成28年度SINET・学術情報基盤サービス説明会

日程 会場 共催・後援

11/22
（火）

札幌
北海道大学 百年記念会館
大会議室

北海道大学 情報基盤センター

11/30
（水）

京都
キャンパスプラザ京都
5階 第1講義室

京都大学 情報環境機構
京都大学 学術情報メディアセンター

12/5
（月）

福岡 九州大学 西新プラザ
九州大学 情報基盤研究開発センター
九州大学 情報統括本部

12/12
（月）

東京
学術総合センター
2階 中会議場

東京大学 情報基盤センター

12/20
（火）

名古屋
名古屋大学 環境総合館
レクチャーホール

名古屋大学 情報基盤センター

12/22
（木）

大阪
グランフロント大阪 北館 タワーC 8F
ナレッジキャピタル
カンファレンスルーム C03＋C04

大阪大学 サイバーメディアセンター

11月から12月にかけ、全国で説明会を開催する予定です。

SINET5、学認、クラウド支援、セキュリティ等について、説明・意見交換・個別相談を予定

しています。

時刻 内容

13:00-
13:10-
14:00-
14:50-
15:10-
15:55-
16:25-
16:40-
17:10

開催挨拶
SINET5
学認
休憩等
クラウド支援
セキュリティ
学術コンテンツ
個別相談
閉会

■日程等 (予定) ■プログラム (予定)

注）上記に加え、東北地域は、TOPIC研修会（10/27, 28）にて、同様の説明をさせて頂きます。
17



© 2016 National Institute of Informatics

学術情報基盤の新展開
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学術コンテンツ基盤

HPCI認証

学術認証
フェデレーション

学術情報の公開・共有

 国内回線全国100Gbps化と世界最速の400Gbps/1Tbpsへの対応

 海外（米国・欧州・アジア）との高速接続

 多様化するニーズに応えるSDNなどの最新ネットワーク技術の導入

クラウド活用支援

学術情報ネットワークの構築・運用

 クラウド利活用促進による

大幅なIT経費削減・
研究教育環境の高度化

 学術情報流通と

オープンアクセスの推進

 大学の機関リポジトリ拡充
の推進

大学間連携支援

 仕様統一したシステムによる

大学間連携、各種資源の
相互利用の促進

クラウド支援サービス

SINET直結クラウド

セキュリティ強化

 暗号技術活用による

情報の保護、安全な認証
 ネットワーク機能連携による

サイバーアタック対策
VPN

電子証明書

無線LAN
ローミング

超高速・高機能回線

アクセス回線共同調達

今後は、クラウド、セキュリティ、コンテンツも強化していきます。引き続き、ご支援の程、
よろしくお願い申し上げます。
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ご清聴、ありがとうございました！


